
組織、人事・賃金制度改悪―乗務手当廃止反対！　強制配転するな！　融合化、ワンマン化反対！　ローカル線切り捨てやめろ！

〔発　行〕動労千葉を支援する会
　　千葉市中央区要町２－８ＤＣ会館
　　https://dorocshien.stars.ne.jp/
　　info@doro-shien.site

闘いなくして安全なし 2026.06.03

Ｎｏ．５４５

　

５
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
行
っ
た
久
留
里
線
・

久
留
里
～
上
総
亀
山
間
の
廃
線
申
請
に
関
す
る
意
見

聴
取
が
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
君

津
市
や
千
葉
県
の
ほ
か
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る

会
を
は
じ
め
沿
線
住
民
、
動
労
千
葉
・
関
委
員
長
を

含
め
て
８
名
が
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
へ
次
々
に
怒
り
の
声

　

君
津
市
と
千
葉
県
の
陳
述
は
、「
バ
ス
へ
の
モ
ー

　

亀
山
地
区
在
住
の
方
は
、

こ
の
10
数
年
で
亀
山
地
域
の

小
中
学
校
が
統
廃
合
で
失
わ

れ
、
過
疎
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
久
留
里

～
上
総
亀
山
間
廃
止
は
過
疎

化
を
さ
ら
に
加
速
す
る
も
の

で
あ
り
、
絶
対
に
認
め
ら
れ

な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

地
域
を
踏
み
に
じ
っ
て
廃

線
化
を
進
め
る
Ｊ
Ｒ
の
姿
は

職
場
で
鉄
道
業
務
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
現
場
を
踏
み
に

じ
る
施
策
と
一
体
で
す
。

　

地
域
の
怒
り
と
と
も
に
、

久
留
里
線
廃
線
反
対
の
声
を

あ
げ
よ
う
。

ド
チ
ェ
ン
ジ
」
＝
久
留
里
線
・
久
留
里
～
上
総
亀
山

間
の
廃
線
化
を
前
提
と
し
た
、
地
域
住
民
の
声
を
無

視
し
て
踏
み
に
じ
る
内
容
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
動
労
千
葉
の
関
委
員
長
、
沿
線
住
民
６

名
と
君
津
市
議
が
発
言
し
ま
し
た
。

　

久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
の
三
浦
代
表
は
、
君

津
市
交
通
会
議
で
の
協
議
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を

Ｊ
Ｒ
が
無
視
し
て
廃
線
申
請
を
出
し
た
こ
と
へ
の
怒

り
と
、
久
留
里
線
存
続
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

久留里線廃線化に反対
し動労千葉

地域住民 ８名が意見陳述
久留里線廃線化に反対
し動労千葉

地域住民 ８名が意見陳述
ＪＲ東日本の久留里線久留里～

上総亀山廃線申請に関する意見聴取

◆動労千葉・関委員長の陳述要旨

　第一に、ローカル線の廃止は、国鉄分割・民営化時の「こ
れ以上のローカル線の廃線は必要ない」という社会的約束を
踏みにじることで許されない。

　第二に、鉄道はネットワークとして維持されてこそ本来の
役割を果たせる。地方ローカル線が赤字になることは当たり
前であり、「赤字」を理由にして廃線にしてはならない。鉄
道を輪切りにして末端部分だけを「赤字」などと言うこと自
体が間違いだ。「都市部だけ残せばいい」というなら、それ
は公共交通機関ではない。

　第三に、バス転換はその前提を欠いている。運転手不足は
都市部でも深刻で、４年後には３万６千人が不足すると言わ
れている。国交省自身も「地域交通は危機的状況」と認めて
おり 23 年度の路線バス廃止延長は２４９６㌔に達する。

　久留里～上総亀山間の転換後バスは 1日１３往復・２台運
行が計画されているが、始発はそれぞれ５時４５分と６時
４５分の発車、最終は２１時５５分と２３時着の計画だ。加
えて点呼・車両点検・運賃精算等の業務もある。運転手は最
低でもフルタイムで６人、加えて運行管理者も必要。長期的
に要員を維持し続けられる根拠がどこにあるのか。

　「バス転換で便利になる」という宣伝は悪質な詐欺のよう
なものだ。ＪＲ東が２０億円を「手切れ金」として地域を切
り捨てる計画に断固反対する。


